
会  議  録  

会 議 の 名 称  第２回行田市環境審議会  

開 催 日 時 
令和７年３月１０日（月）  

開会：午後２時３０分  閉会：午後３時  

開 催 場 所 行田市役所  ３階  ３０５Ｂ会議室  

出席者（委員）  

氏 名 

嶋田知英委員（会長）  古谷民子委員（副会長）  大竹由夏委員  

新井智委員       加藤永子委員       根岸邦明委員  

須賀和人委員      藤井進介委員       漆原ひろみ委員     

青木孝茂委員    

                 以上１０名  

欠席者（委員）  

氏 名 

姉崎亮太委員   

                    以上１名  

事 務 局 
環境経済部  江森部長  

環境課  菅原課長  大谷主幹  加藤主幹  吉田主任  

会 議 内 容 
（１）パブリックコメントの結果について  

（２）諮問に対する答申（案）について  

会 議 資 料 

・次第  

・行田市環境審議会委員名簿  

・第３次行田市環境基本計画（案）  

・行田市環境基本計画案に対するご意見への回答  

・第３次行田市環境基本計画（案）の策定について（答申）  

そ の 他 必 要 

事 項 
傍聴人０名                    

会議録の確定  

確  定  年  月  日  主  宰  者  記  名  

令和７年３月１８日  嶋田  知英  
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 発  言  者  会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

議長  

 

 

漆原委員  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

古谷委員  

 

 

 

 

１  開会  

２  会長あいさつ   嶋田会長  

 

議長については、本審議会設置条例第６条第１項の規定により、

嶋田会長にお願いする。  

 

３  議題  

(１ ) パブリックコメントの結果について  

 

「第３次行田市環境基本計画（案）及び行田市環境基本計画案

に対するご意見への回答  」を用いて説明。  

 

ただいまの事務局説明について、質疑・意見のある方は、挙手

をお願いする。  

 

１４ページの中段の表における項目「マイボトルの利用」の文

字の上部が切れてしまっているので直したほうが良い。  

また、１９ページの土壌中ダイオキシン類調査を行った公園等

について、場所が分かりにくいため地図等を掲載できないか。  

 

１４ページはご指摘のとおり修正する。  

１９ページは空きスペースの確保が難しいことから、地図等の

掲載は控えたい。  

 

今回のデータ全体に関して、令和５年度分の集計結果がまとま

っていれば掲載したほうが良いのではないか。  

各アンケート結果について市民が見たときに、いつ、どのよう

な名称で集計したものかが分かったほうが良いのではないか。ま

た、次回の計画を策定する際に検討してもらいたいこととして、
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事務局  

 

 

 

 

 

議長  

 

 

 

青木委員  

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

１２ページのアンケート結果などは過去のデータと比較したほう

が意識の変化が分かりやすいと思われる。  

１９ページの下水道普及率については、他の市町村と比較して

本市はどのような位置付けか、今後の普及の見通しといったこと

を記載したほうが良いのではないか。  

１０ページの水道の使用状況について、減少傾向となっている

理由が分かっていれば掲載しても良いのではないか。  

 

令和５年度のデータについては、集計結果が出ていない分もあ

ることから、本計画においては令和４年度分までの掲載としてい

る。また、アンケート結果については令和４年度に実施した内容

である。なお、水道使用量の減少傾向の原因としては人口減少等

が考えられる。  

 

古谷委員よりいただいた意見については、対応できるものとそ

うでないものがあると思われる。アンケートの時期といった部分

については今回の計画に反映してもよいのではないかと思う。  

 

３９ページの合併処理浄化槽の法定点検について、まずは設置

を重要のこととしたいため記載しない旨の回答があったが、先日

の八潮市における下水道管の老朽化に伴う事故にもあるように、

下水道や浄化槽は注目されているところである。合併処理浄化槽

の定期的な点検は身近な問題として重要だと思われるが改めて検

討できないか。  

 

埼玉県内の合併処理浄化槽の点検率は非常に低く、ご指摘のと

おり市としても問題視している。本計画上には掲載しないが、実

行計画における具体的な施策として取り組んでいきたいと考えて

いる。  
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新井委員  

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長  

 

 

１１ページの表（さまざまなエネルギー（電力）供給）におけ

る地熱発電の実施の可能性について、案は「△」としているが現

実として実施は難しいものと思われる。  

１９ページの下水道の普及率の向上に係る単位を「 pt」と記載

しているが、「ポイント」または「％」としたほうが良いのではな

いか。  

 

いずれについても、ご指摘いただいたとおり１１ページの地熱

発電は「△」を「×」に、１９ページは「 pt」を「ポイント」ま

たは「％」に修正する。  

 

 

 

（２）諮問に対する答申（案）について  

 

「第３次行田市環境基本計画（案）の策定について（答申） 」

を用いて説明。  

 

ただいまの事務局説明について、質疑・意見のある方は、挙手

をお願いする。  

 

意見なし  

 

８  閉会  

 

 

閉会後、会長及び副会長より市長に答申書の提出を行った。  

 
  


